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引用：「北海道スマート農業推進方針」（令和元年3月）

農業者の減少や高齢化が進行するなか、農業
生産の維持・拡大に向けた省力化や、農業資材
等の節減が可能となるICT〔情報通信技術〕等を
活用したスマート農業技術が急速に進展してい
ます。
こうしたなか、2020年3月に北海道スマート

農業推進方針が策定され、営農形態毎の目指す
最適な省力・効率化スマート農業技術が示され
ました。
空知管内では、スマート農業技術を活用した

農業経営が進められつつあり、今後は、これら
の効果を最大限に発揮するための農業基盤整備
が必要とされています。
このため、空知北部地域の圃場で、スマート

農業技術を活用し、効果検証とスマート農業技
術に適応した農業基盤整備モデルづくりを進め
てきました。
この度、取組成果をまとめましたので、ス

マート農業技術の導入を見据えた農業基盤整備
の検討にあたっての参考となれば幸いです。

～はじめに～
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引用：「スマート農業の実現に向けた取組と今後の展開方向について」（平成28年7月農林水産省）

～ スマート農業（技術）とは ～

「スマート農業（技術）」とは、ロボット技術や情報通信技術(ICT)を活用して、省力化・精密
化や高品質生産を実現する等を推進している新たな農業のことです。

日本の農業の現場では、担い手の高齢化が急速に進み、労働力不足が深刻となっており、農作
業における省力・軽労化を更に進めるとともに、新規就農者への栽培技術力の継承等が重要な課
題となっています。

そこで、スマート農業（技術）を活用することにより、農作業における省力・軽労化を更に進
められる事が出来るとともに、新規就農者の確保や栽培技術力の継承等が期待される効果となり
ます。

ロボット技術やＩＣＴの導入によりもたらされる新たな農業の姿は、以下の５つの方向性に整
理されます。

①超省力・大規模生産を実現： トラクター等の農業機械の自動走行の実現により、規模限界を打破

②作物の能力を最大限に発揮： センシング技術や過去のデータを活用したきめ細やかな栽培

（精密農業）により、従来にない多収・高品質生産を実現

③きつい作業、危険な作業から解放： 収穫物の積み下ろし等重労働をアシストスーツにより軽労化、

負担の大きな畦畔等の除草作業を自動化

④誰もが取り組みやすい農業を実現： 農機の運転アシスト装置、栽培ノウハウのデータ化等により、

経験の少ない労働力でも対処可能な環境を実現

⑤消費者・実需者に安心と信頼を提供： 生産情報のクラウドシステムによる提供等により、産地と消

費者・実需者を直結
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図の引用：「スマート農業の実現に向けた取組と今後の展開方向について」（平成28年7月農林水産省）
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～ スマート農業技術に適応した農業基盤整備とは ～

図の引用：「自動走行農機等に対応した農地整備」（令和２年２月農林水産省農地資源課） 4


